
1 

 

別記様式（第３条関係） 

開催記録 

名 称 第２回ふれあいの森公園等整備利活用基本構想検討委員会 

開催日時 令和６年 10月 15日（火） 午後３時から午後５時 

開催場所 会津美里町役場 本庁舎 大会議室 

出席者 別紙名簿のとおり（欠席 高倉委員、小林委員、鈴木光浩委員、渡部裕也委員） 

議 題 

(1) ふれあいの森公園等整備利活用基分科会の報告について 

(2) ふれあいの森公園等整備利活用にかかるワークショップ 

(3) その他（住民説明会＆ワークショップの開催について） 

資料の名称 

【資料１】整備の方向性（分科会案） 

【資料２】「健康」「スポーツ」「観光」に関する計画や状況 

【資料３】ワークショップの進め方 

【資料４】事例（北広島町 010829 スポーツをキーワードとした地方創生） 

【資料５】基本構想骨子案 

記録方法 □全文記録 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ■会議内容の要点記録 

内容 

１ 開    会（政策財政課 課長補佐 立川） 

 

２ あ い さ つ（牧田委員長） 

【要旨】 

本日は、ご多用の中、第 2 回ふれあいの森公園等整備利活用基本構想検討委員会にお集ま

りいただき、感謝する。 

 6 月 25 日に第１回目の会議を開催してから、随分と時間が経過したが、その間、施設整備分

科会のほうでは、五十嵐分科会長のもと、４回に及ぶ分科会を開催し、施設整備の方向性につい

て、検討していただいた。 

 本日の検討委員会においては、まず分科会からその検討結果を報告していただき、施設整備

の方向性や今後の利活用、地域の活性化等について、みなさんで議論したい。 

  

３ 協 議 

 協議の議長は、検討委員会設置要綱第６条第１項の規定により牧田委員長が務める。 

（１） ふれあいの森公園等整備利活用分科会の報告について 

 五十嵐分科会長から、分科会における検討経過と取りまとめた整備方針案について報告 
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【報告要旨】 

（五十嵐分科会長） 

 分科会において、４回にわたってふれあいの森公園、特に陸上競技場の整備方針につい

て検討を行った。様々な意見が出たが、最終的に別紙のとおり優先順位をつけて分科会と

しての整備方針を取りまとめた。詳細は事務局から報告する。 

（事務局） 

 別紙資料 1 整備の方向性（分科会案）のとおり、優先順位をつけ大きく６つの整備方針

を取りまとめその報告をした。 

ただし、すべて一度にできるというものではなく、今後予算の範囲内で調整しながら実

施できるものについて順次整備していく。 

 

【質疑・意見】 

 特になし 

 

（２） ふれあいの森公園等整備に利活用にかかるワークショップ 

 委員及び事務局職員が３班に分かれ、施設整備だけではなく、ふれあいの森公園周辺の

活性化を図るための施策について、ワークショップを行った。またワークショップに先立

ち、本業務を受託している株式会社コムテック地域工学研究所小浦氏から、参考事例とし

て北広島町のスポーツをキーワードとした地方創生の紹介があった。 

ワークショップの詳細については、別途公表。 

 

（３）その他 

・次回の第３回検討委員会は 11 月 19 日（火）午後２時から町じげんホールで開催予

定 

・11月 10日（日）午前 10時から一般町民を対象としたワークショップを新鶴生涯学

習センター大集会室で開催予定 

 

４ そ  の  他 

 特になし 

６ 閉    会（政策財政課 課長補佐 立川） 

 

以 上 

 


